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て、 1次元電気泳動を行う。 1次元電気泳動終了後、平衡化を行い、 2次元電気泳動用ゲル
上端に1次元ゲルを接着し、固定する。固定されたことを確認後、 2次元電気泳動装置に設

















































プラスミン(4U)注入眼弱拡大 コントロー ル眼(PBS注入) 弱拡大



























トは白色光を用い、エネルギーをし2J(SLS-3100: Nihon Kohden， Tokyo， Japan)とし、
光源は眼球表面から 15c皿とした(LS-704B:Nihon Kohden， Tokyo， Japan)o ERGの波形












:1 1. 67ms、対照群9.65土1.19msで 3群の聞に差を認めなかった。注入翌日の B波の
潜時は4U群 35.00:l4.33ms、1U群 29.20:1:5.28ms、対照群 26.65:1:4.61msで4U
群では対照群に比して優位に潜時が延長していた (p=0.035)。注入翌日の A 波の振幅
においては3群の間に優位な差を認、めなかったが、 B波の振幅においては4U群 66.67
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4.硝子体内薬物動態に関する研究
内境界膜剥離は黄斑円孔に対する硝子体手術において広く普及しており、黄斑上膜に
対する硝子体手術においても行われることがある。内境界膜剥離を安全に効率よく行う
ためにインドシアニングリーン (ICG)などの染色液が用いられることがある。一方で
ICGを用いることにより網膜障害を起こす危険性も報告されており、眼内におけるICG
の動態の解明は重要な研究である。われわれは家兎を用いて硝子体内投与された ICG
の眼内における動態を研究し、硝子体内に投与されたICGがnon-plasmic f1.owで網膜
から視神経に移動していくことを解明した。このことは硝子体内に投与された物質の薬
物動態の解明に役立ち、本研究の主目的であるプラスミンの硝子体内投与における動態
とも関係するので、その研究成果をまとめた論文の別刷を添付する。
